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安曇野市景観計画の中間見直しについて 

 

１ 景観計画改定の経過 

平成 16年６月に景観法が制定され、景観行政団体になることにより、景観計画

を策定し、総合的な景観施策を行うことができるようになりました。 

本市は、平成 22年 11月に景観行政団体へ移行し、平成 23年４月に安曇野市景

観条例及び安曇野市景観計画を施行しました。 

令和３年には計画策定から 10年が経過することから、これまでの成果や課題、

社会状況の変化を踏まえて、景観計画の改定を行いました。 

令和８年に、景観計画（第２期）を施行してから５年が経過することから、景

観計画の中間見直しを行います。 

 

２ スケジュール 

令和７年４月～５月      景観計画見直し業務委託 発注準備 

令和７年６月         発注事務、契約 

令和７年７月～令和８年３月  景観計画見直し業務委託 

（上記期間内で、３回程度景観審議会を開催予定） 

 

３ 見直しの内容 

(1)関連する計画･制度の整合 

安曇野市景観計画や安曇野市景観条例と密接に関連している、「安曇野市土地

利用基本計画」や「安曇野市の適正な土地利用に関する条例」などからなる土地

利用制度の改正内容や、「長野県景観育成ビジョン」の策定内容に示された方針･

方向性を把握し、現行の計画･制度との整合及び反映を図るべき事項を整理し見

直しを行う。 

 

(2)現行の計画･制度及び景観上の課題の整理 

「安曇野市景観条例」に基づく届出の申請データなどから、建築物や工作物、

土地利用など景観に影響を及ぼす行為の動向を把握するとともに、景観審議会に

おける調査審議や申請の受付窓口での対応状況を把握し、現行の計画･制度の課

題や景観上生じている課題を整理し見直しを行う。 

 

(3)重点地域の指定 

上記(１)、(２)の結果をふまえて、現行の「安曇野市景観計画」に示した取組

方針に基づき、安曇野らしい景観づくりのモデルとして、よりよい景観に誘導す

るために、重点的に景観づくりの推進を図る地域の設定、その対象範囲を定める

とともに、対象となる地域における景観づくりの方向性や基準内容を検討し見直

しを行う。 

 

資料３ 



広
域
景
観
エ
リ
ア
区
分
（
案
）

・本
ビ
ジ
ョン
策
定
後
の
施
策
展
開
を
念
頭
に
、
地
域
振
興
局
（
1
0
）
の
単
位
を
基
本
に
地
形
的
特
徴
を
踏
ま
え
検
討

・地
形
や
景
観
的
な
特
徴
に
よ
り
地
域
振
興
局
の
単
位
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
市
町
村
協
議
の
う
え
地
形
地
物
等
で
区
分
け
位
置
を
検
討

・既
往
の
重
点
地
域
の
指
定
状
況
を
踏
ま
え
、
広
域
景
観
の
一
体
性
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考
慮
し
検
討

●
市
町
村
と
の
意
見
交
換
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重
点
地
域
の
指
定
状
況

・
地
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振
興
局
（
1
0
）
単
位

・
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形
的
、
景
観
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特
徴

〇
広
域
景
観
エ
リ
ア
設
定
検
討
の
流
れ

参
考

地
域
振
興
局
の
1
0
単
位

◆
広
域
景
観
エ
リ
ア
設
定
の
考
え
方

参
考

景
観
行
政
団
体
と
重
点
地
域

1
参
考
：
長
野
県
景
観
構
造
図

●
市
町
村
と
の
意
見
交
換

・
大
町
市
は
、
安
曇
野
と
白
馬
の
景
観
的
特
徴
を
有
す
る
た
め
、
地
形
地
物
で
区
分
け

・
塩
尻
市
の
う
ち
、
旧
楢
川
村
は
木
曽
路
の
宿
場
町
の
一
つ
で
あ
り
、
木
曽
エ
リ
ア
と
す
る

●
重
点
地
域
の
指
定
状
況

・
地
域
振
興
局
を
ま
た
が
る
一
体
の
重
点
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
時
は
、
重
点
地
域
を
優
先

→
東
御
市
（
上
田
地
域
）
は
浅
間
山
麓
重
点
地
域
内
で
あ
る
た
め
、
北
佐
久
エ
リ
ア
と
す
る

・
県
内
を
広
域
景
観
エ
リ
ア
と
し
て
１
２
区
域
へ
の
分
類
案
を
検
討

⇒
今
後
、
広
域
景
観
エ
リ
ア
毎
の
景
観
育
成
方
針
を
明
示
す
る
た
め
、
エ
リ
ア
内
の
景
観

特
性
や
課
題
整
理
を
行
い
、
引
き
続
き
市
町
村
と
の
意
見
交
換
を
実
施

長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

※
広
域
景
観
エ
リ
ア
及
び
名
称
は
今
後
の
検
討
状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す1

広
域
景
観
の
一
体

性
か
ら
旧
楢
川
村
は

木
曽
エ
リ
ア

浅
間
山
麓
を
北
佐
久
、

八
ヶ
岳
山
麓
を
南
佐
久
に
区
分

重
点
地
域
指
定
状
況

よ
り
東
御
市
は
北
佐

久
エ
リ
ア

広
域
景
観
の
一
体
性
か

ら
坂
城
町
は
上
田
エ
リ
ア

諏
訪

大
町
・
安
曇
野

大
町
・
白
馬
・
小
谷

安
曇
野
特
有
の
景
観
の
ま

と
ま
り
と
し
て
区
分
け

◆
長
野
県
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
景
観
育
成
の
視
点
と
「
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定

◎
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
（
長
野
県
全
体
の
景
観
育
成
の
目
指
す
姿
）

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
の
区
域

広
域
的
な
視
点
か
ら
景
観
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
を
区
分
し
、
景
観
育
成
の
方
向
性
を
位
置
付
け

長
野

県
景
観
行
政
団
体
市
町
村

●
行
政
界
に
捉
わ
れ
な
い
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
景
観
育
成
の
視
点
が
必
要

⇒
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
全
市
町
村
と
県
で
長
野
県
が
目
指
す
景
観
育
成
の
方
向
性
を
共
有

⇒
広
域
景
観
の
視
点
か
ら
「
広
域
景
観
エ
リ
ア
」
に
区
分
。
エ
リ
ア
に
応
じ
た
景
観
育
成
方
針
を
明
示

●
市
町
村
と
県
が
連
携
し
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
景
観
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
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長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

◆
意
見
交
換
会
の
意
見
概
要
（
各
広
域
景
観
エ
リ
ア
の
意
見
交
換
会
に
お
け
る
意
見

抜
粋
）

◆
広
域
景
観
エ
リ
ア
ご
と
の
市
町
村
意
見
交
換
会
の
実
施

・
広
域
景
観
エ
リ
ア
ご
と
の
広
域
的
な
景
観
特
性
や
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
エ
リ
ア
ご
と
に
市
町
村
担
当
者
を
参
集
し
意
見
交
換
会
を
実
施
（
Ｒ
６
/７
/2
6
～
８
/９

ま
で
）

・
会
議
で
は
次
の
確
認
事
項
及
び
テ
ー
マ
に
基
づ
き
市
町
村
と
広
域
景
観
に
つ
い
て
意
見
交
換

●
確
認
事
項
：
広
域
景
観
エ
リ
ア
の
区
分
け
（
案
）
に
つ
い
て

⇒
広
域
景
観
エ
リ
ア
と
し
て
設
定
す
る
1
2
の
区
域
案
や
名
称
等
に
つ
い
て
確
認
、
ビ
ジ
ョン
検
討
の
ベ
ー
ス
と
な
る
地
域
区
分
案
を
決
定

●
テ
ー
マ
１
：
各
市
町
村
の
守
り
た
い
景
観
（
広
域
的
な
景
観
資
源
、
眺
望
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
）

⇒
各
エ
リ
ア
で
共
有
ま
た
は
潜
在
し
て
い
る
景
観
特
性
を
把
握
し
、
守
る
べ
き
景
観
を
明
ら
か
に
す
る

●
テ
ー
マ
２
：
問
題
と
な
っ
て
い
る
景
観
上
の
課
題
や
事
例

⇒
市
町
村
が
抱
え
て
い
る
景
観
育
成
上
の
課
題
を
把
握
し
、
ビ
ジ
ョン
策
定
後
の
政
策
検
討
に
反
映
す
る

●
テ
ー
マ
３
：
景
観
の
分
野
と
相
性
の
良
い
取
組
や
組
織
と
の
連
携
（
親
和
性
の
高
い
施
策
の
有
無
）

⇒
景
観
と
は
直
接
関
連
性
は
無
い
が
、
景
観
分
野
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
更
に
施
策
効
果
が
高
ま
る
分
野
を
抽
出

意
見
交
換
会
の
様
子

●
テ
ー
マ
１

●
テ
ー
マ
２

●
テ
ー
マ
３

•
山
々
の
眺
め
（
北
、
中
央
、
南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
、
御
嶽
山
、

浅
間
山
な
ど
）
【全

エ
リ
ア
】

•
道
路
（
高
速
自
動
車
道
、
国
道
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
）
か
ら

の
眺
望
景
観
【全

エ
リ
ア
】

•
鉄
道
（
JR
、
私
鉄
）
の
車
窓
か
ら
の
景
観
【全

エ
リ
ア
】

•
街
道
沿
い
（
中
山
道
、
東
山
道
、
甲
州
街
道
、
千
国
街
道
、

北
国
街
道
）
の
歴
史
的
な
建
造
物

【北
佐
久
、
上
田
、
伊
那
、
木
曽
、
松
本
、
安
曇
野
、
白
馬
・

小
谷
、
長
野
】

•
諏
訪
湖
、
千
曲
川
と
そ
の
周
辺
か
ら
の
眺
め
【諏

訪
、
北
佐
久
、

上
田
、
長
野
、
北
信
】

•
屋
敷
林
の
保
全
【安

曇
野
】

•
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
景
観
上

課
題
と
感
じ
て
い
る
。
【全

エ
リ
ア
】

•
太
陽
光
発
電
施
設
に
よ
る
景
観
悪
化
へ
の
懸
念

【北
佐
久
、
南
佐
久
、
長
野
、
北
信
】

•
屋
敷
林
の
管
理
に
費
用
が
か
か
り
、
維
持
が
難
し
い
。

【安
曇
野
】

•
草
木
の
繁
茂
に
よ
り
、
既
存
眺
望
点
の
眺
望
阻
害
や
新

規
眺
望
点
の
追
加
に
障
壁
。
【伊

那
、
飯
田
】

•
松
枯
れ
被
害
が
深
刻
、
有
効
な
対
応
手
段
が
無
い
の

が
実
情
。
【松

本
、
長
野
】

•
外
国
人
へ
の
法
令
等
の
周
知
（
法
令
手
続
、
大
規
模

な
開
発
等
）
【北

佐
久
、
北
信
】

•
白
馬
バ
レ
ー
、
信
越
自
然
郷
な
ど
の
広
域
観
光

【白
馬
・小

谷
、
北
信
】

•
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
千
曲
川
）
【長

野
・
北
信
】

•
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
【諏

訪
、
上
田
、
長
野
、
北
信
】

•
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
（
飯
山
線
）
、
レ
ン
タ
ル
e
-b
ik
e

【北
信
、
上
田
】

•
ワ
イ
ナ
リ
ー
【松

本
、
長
野
、
北
信
】

•
酒
づ
くり
や
味
噌
づ
くり
な
ど
の
生
業
【北

信
】

•
昔
話
な
ど
の
伝
承
、
伝
説
【上

田
】

•
歴
史
的
建
築
物
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
【上

田
、
木
曽
】

２

～
具
体
コ
メ
ン
ト
の
一
例
～

山
岳
や
湖
は
長
野
県
の
景
観
を
考
え
る
う
え
で
重
要
要
素
！

広
域
景
観
を
守
り
活
用
す
る
こ
と
で
エ
リ
ア
の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
の
で
は

～
具
体
コ
メ
ン
ト
の
一
例
～

眺
望
点
と
し
て
指
定
し
た
い
が
、
草
木
の
繁
茂
に
よ
り
追
加
指
定
を
見
送

っ
た
。
眺
望
点
の
周
辺
整
備
に
何
か
し
ら
の
補
助
が
あ
る
と
良
い
の
で
は

～
具
体
コ
メ
ン
ト
の
一
例
～

県
内
旅
行
者
の
多
く
が
自
動
車
を
活
用
。
沿
道
景
観
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
、
利
用
者
の
満
足
度
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
の
で
は
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長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

◆
検
討
に
お
け
る
情
報
把
握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
（
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
、
県
民
・
来
県
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）

＜
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
＞

＜
県
民
・
来
県
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
＞

・・
・県

内
全
市
町
村
に
対
し
、
景
観
行
政
上
の
課
題
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
（
Ｒ
6
/4
/1
5
～
5
/1
5
回
収
率
1
0
0
％
）

【現
状
・課
題
】

•
広
域
景
観
エ
リ
ア
が
あ
る
と
回
答
し
た
市
町
村
は
約
４
割

•
広
域
景
観
要
素
と
し
て
、
歴
史
的
な
街
道
、
幹
線
道
路
、
河
川
・
湖
、

山
並
み
な
ど
の
景
観
要
素
が
あ
げ
ら
れ
た

•
広
域
景
観
の
醸
成
に
向
け
て
県
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

１
守
る
べ
き
広
域
景
観
の
有
無
に
つ
い
て

３
景
観
育
成
住
民
協
定
の
認
定
を
通
じ
た
景
観
育
成

【現
状
・
課
題
】

•
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
協
定
区
域
内
に
お
け
る
景
観
法
届
出
時
に
協

定
者
へ
の
意
見
聴
取
や
助
言
等
を
実
施
し
景
観
誘
導
を
連
携
。

•
課
題
：高
齢
化
を
は
じ
め
と
し
た
担
い
手
不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

協
定
区
域
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要

２
指
定
済
み
の
景
観
育
成
重
点
地
域
に
つ
い
て

【現
状
・課
題
】

•
景
観
育
成
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
た
約
８
割
の
市
町
村
は
、
1
0
年
前

と
比
べ
て
景
観
の
質
が
維
持
・向
上
し
た
と
回
答

•
指
定
さ
れ
た
約
６
割
の
市
町
村
は
、
景
観
誘
導
の
目
的
や
明
瞭
な
イ

メ
ー
ジ
の
住
民
へ
の
周
知
が
必
要
と
回
答

・・
・県

民
又
は
来
県
者
に
対
し
長
野
県
の
景
観
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
（
Ｒ
6
/5
/2
5
～
6
/3

回
答
数
2
,0
3
6
）

【
Q
3
-4
】

差
替

•
山
々
へ
の
眺
望
や
自
然
景
観
に
優
れ
る
エ
リ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
傾
向

•
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
景
観
や
路
線
、
上
高
地
、
善
光
寺
・
松
本

城
周
辺
、
千
曲
川
・諏
訪
湖
周
辺
等
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

•
「山
々
へ
の
眺
望
」「
森
林
や
高
原
、
湖
」な
ど
の
自
然
的
な
景
観

に
対
し
て
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
る
傾
向
が
強
い

•
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
景
観
や
果
樹
栽
培
な
ど
の
生
業
の
景
観
に

も
一
定
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。

２
重
点
的
に
景
観
育
成
に
取
り
組
む
べ
き
場
所
（図
表
２
）

図
表
２
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
場
所
（
ニ
ー
ズ
が
高
い
具
体
的
な
場
所
（
県
民
・
来
県
者
）
）

図
表
１

県
内
の
景
観
に
つ
い
て
“信

州
ら
し
さ
”を

感
じ
る
景
観
（
県
民
・
来
県
者
）

１
「魅
力
的
・お
気
に
入
り
」だ
と
感
じ
る
景
観
要
素
（図
表
１
）

◇
調
査
結
果



上
半
期

下
半
期

長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン

長
野
県
景
観
計
画

景
観
施
策
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
把
握

市
町
村
と
広
域
景
観
に
つ
い
て
協
議

・市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
、
エ
リ
ア
別
会
議

・地
域
景
観
協
議
会
・諏
訪
湖
周
勉
強
会
等

景
観
審
議
会
・専
門
委
員
会

内
容
の
検
討

県
民
・来
訪
者
ア
ン
ケ
ー
ト

骨
子
の
検
討

素
案
の
検
討

・
令
和
６
年
度
上
半
期
に
ア
ン
ケ
ー
ト
・市

町
村
協
議
を
行
い
内
容
検
討
。
下
半
期
以
降
に
ビ
ジ
ョン
と
景
観
計
画
の
骨
子
及
び
素
案
の
検
討
に
着
手

・
令
和
７
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
条
例
改
正
を
実
施
。
秋
以
降
に
施
行
に
向
け
た
周
知
に
着
手
し
令
和
８
年
４
月
施
行
予
定
を
目
指
す

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

＜
Ｒ
６
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＞

ま
と
め
・分
析

個
別
訪
問
・市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト

●
第
４
回
専
門
委
員
会
（６
月
）

○
第
6
0
回
景
観
審
議
会
（９
月
）

●
第
５
回
専
門
委
員
会
（９
月
）

○
第
6
1
回
景
観
審
議
会
（２
月
）

◆
今
後
の
検
討
に
向
け
た
動
き

５

長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

1
2
区
域
の
会
議

•
広
域
景
観
エ
リ
ア
毎
に
広
域
景
観
の
特
性
を
整
理
の
う
え
課
題
等
の
抽
出
を
行
い
守
る
べ
き
広
域
景
観
の
特
定
を
行
う

•
広
域
景
観
エ
リ
ア
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
広
域
景
観
エ
リ
ア
毎
の
景
観
育
成
の
方
針
を
検
討
、
併
せ
て
重
点
地
域
の
追
加
指
定
箇
所
を
検
討

•
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョン
の
構
成
案
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
の
施
策
を
検
討

•
上
記
の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
再
度
市
町
村
と
意
見
交
換
を
行
い
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョン
へ
の
反
映
を
行
う



開
催
時
期

主
な
議
題

・第
5
8
回
長
野
県
景
観
審
議
会

令
和
５
年
８
月
４
日

長
野
県
景
観
育
成
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
（諮
問
）

・第
5
9
回
長
野
県
景
観
審
議
会

令
和
６
年
2
月
1
9
日

長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
（報
告
）

◆
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
た
検
討
経
過

6

長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

長
野
県
景
観
審
議
会

長
野
県
景
観
審
議
会
専
門
委
員
会

開
催
時
期

主
な
議
題

第
１
回
専
門
委
員
会

令
和
5
年
8
月
1
8
日

・長
野
県
景
観
育
成
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

→
知
事
か
ら
の
諮
問
内
容
を
確
認
し
、
広
域
的
な
景
観
育
成
方
針
を
示
し
た
「長
野
県
景
観
育

成
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
や
長
野
県
景
観
計
画
の
改
定
方
針
を
確
認

・現
地
視
察
（長
野
市
～
飯
山
市
、
高
社
山
麓
重
点
地
域
）

第
２
回
専
門
委
員
会

令
和
5
年
1
1
月
3
0
日

・長
野
県
景
観
育
成
計
画
の
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て

→
広
域
景
観
育
成
に
お
け
る
県
の
役
割
、
景
観
育
成
重
点
地
域
の
選
定
や
重
点
地
域
で
の
取

組
み
（諏
訪
湖
を
対
象
と
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）等
の
意
見
交
換

・現
地
視
察
（諏
訪
湖
周
）

第
３
回
専
門
委
員
会

令
和
6
年
2
月
2
0
日

・広
域
景
観
エ
リ
ア
に
お
け
る
景
観
育
成
の
方
向
性
の
検
討
に
つ
い
て

→
安
曇
野
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
広
域
景
観
エ
リ
ア
の
景
観
特
性
や
長
野
県
景
観
育
成
ビ

ジ
ョ
ン
へ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換

・市
町
村
、
住
民
協
定
ア
ン
ケ
ー
ト
案
に
つ
い
て
確
認
→
R
6
.5
月
実
施

・現
地
視
察
（松
本
市
～
安
曇
野
市
～
大
町
市
、
国
道
1
4
7
･1
4
8
号
沿
道
重
点
地
域
）

第
４
回
専
門
委
員
会

令
和
6
年
6
月
1
8
日

・長
野
県
景
観
育
成
計
画
見
直
し
に
係
る
作
業
状
況
に
つ
い
て

→
市
町
村
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
や
長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
（構
成
案
）に
つ
い

て
意
見
交
換

第
５
回
専
門
委
員
会

令
和
6
年
９
月
1
1
日

・長
野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
方
針
、
広
域
景
観
エ
リ
ア
シ
ー
ト
の
検
討
に
つ
い
て

→
広
域
景
観
意
見
交
換
の
内
容
を
踏
ま
え
た
景
観
特
性
の
整
理
に
よ
る
基
本
方
針
・目
標
に

つ
い
て
意
見
交
換

所
属

役
職

氏
名

横
浜
市
立
大
学

国
際
教
養
学
部
国
際
教
養
学
科

教
授

鈴
木

伸
治

（
委
員
長
）

国
士
舘
大
学

理
工
学
部
ま
ち
づ
く
り
学
系

教
授

二
井

昭
佳

國
學
院
大
學

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科

准
教
授

石
山

千
代

東
京
農
業
大
学

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科

准
教
授

阿
部

伸
太

株
式
会
社

電
弘

代
表

取
締
役

小
坂

禎
二

専
門
委
員
会
委
員
構
成

・
各
分
野
の
専
門
的
見
地
か
ら
委
員
を
構
成
す
る
「長

野
県
景
観
審
議
会
専
門
委
員
会
」を
設
置
。
現
長
野
県
景
観
計
画
の
見
直
し
と
「長

野
県
景
観
育
成
ビ
ジ
ョン
」
の
検
討
を
進
め
る
。

知
事
か
ら
の
諮
問
内
容
を
調
査
・検

討
す
る
た
め
、
長
野
県
景
観
条
例
第
3
9
条
に
基
づ
き
専
門
委
員
会
を
設
置

第
１
回
専
門
委
員
会
の
様
子
（
長
野
市
の
全
景
、
高
社
山
麓
重
点
地
域
（
飯
山
市
）
）

・
令
和
５
年
度
よ
り
長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
に
向
け
て
着
手

・
R
5
.8
.4
に
開
催
の
「
第
5
8
回
長
野
県
景
観
審
議
会
」に
お
い
て
、
長
野
県
景
観
育
成

計
画
の
改
定
に
つ
い
て
正
式
に
諮
問
。
併
せ
て
長
野
県
景
観
審
議
会
に
「長

野
県
景
観

審
議
会
専
門
委
員
会
」を
設
置

・
専
門
委
員
会
で
の
検
討
経
過
を
景
観
審
議
会
へ
適
宜
報
告



◆
長
野
県
景
観
審
議
会
専
門
委
員
会
（
第
５
回
）
の
主
な
意
見
内
容

7

長
野
県
景
観
育
成
計
画
改
定
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

３
そ
の
他

・ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
自
然
や
歴
史
・文

化
が
全
世
代
に
共
通
し
て
重
要
な
の
は
前
提
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
よ
う
な
若
い
世
代
の
回
答
傾

向
な
ど
、
景
観
に
対
し
て
求
め
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
世
代
に
よ
る
違
い
が
見
え
て
く
る
と
面
白
い
。

・各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
市
町
村
意
見
交
換
会
で
の
意
見
は
、
説
得
力
の
あ
る
景
観
計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
う
か
が
重
要

・屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
載
す
る
か
、
自
治
体
に
よ
り
対
応
が
異
な
る
幹
線
道
路
間
で
の
連
続
性
の
対
応
な
ど
が
必
要

ま
た
、
山
々
へ
の
視
界
が
開
け
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
橋
梁
な
ど
、
路
線
の
一
部
に
規
制
す
る
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

１
景
観
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
方
針
に
つ
い
て

・景
観
育
成
の
基
本
目
標
や
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
既
存
の
計
画
か
ら
は
一
歩
進
ん
だ
景
観
施
策
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
内
容
と
す
べ
き
。

・
風
景
が
価
値
の
基
盤
を
作
っ
て
い
く
時
代
に
な
る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
2
0
年
を
視
野
に
入
れ
、
信
州
の
景
観
の
価
値
を
創
っ
て
い
く
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
な
表
現
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
や
生
産
者
と
連
携
し
て
景
観
を
創
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
、
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
し
た
い
。

・県
内
の
観
光
地
に
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
て
お
り
、
風
景
の
持
っ
て
い
る
価
値
を
県
民
が
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
表
現

で
あ
れ
ば
県
民
に
伝
わ
る
か
、
印
象
に
残
る
文
言
と
す
る
べ
き
。

・地
域
の
風
景
に
は
歴
史
や
風
土
と
の
物
語
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
出
し
て
事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
面
白
い
景
観
計
画
に
な
る
。

２
広
域
景
観
エ
リ
ア
シ
ー
ト
の
検
討
に
つ
い
て

・広
域
景
観
エ
リ
ア
シ
ー
ト
の
構
成
は
概
ね
良
い
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関
連
性
が
分
か
る
よ
う
記
載
を
工
夫
し
た
い
。

・
多
く
の
自
治
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
良
い
と
思
う
が
、
範
囲
を
広
げ
す
ぎ
る
と
テ
ー
マ
性
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
地
域
で
特
筆
し
た
景
観
を
抽

出
し
、
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
人
と
共
有
で
き
る
魅
力
の
発
信
に
つ
な
が
る
。

・重
点
エ
リ
ア
は
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

追
加


